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紀要名称変更のお知らせ
金沢大学は2008年（平成20)、それまでの学部体制から、学域･学類体制に移行した。それに伴い、
旧・教育学部は、学校教育学類という教育組織に改組された。同時に教員は、「系」という教員組織
に属することになり（教育組織と研究人事組織の分離)、以後、旧・教育学部の教員の大半は「学校
教育系」に所属している。
移行の際、旧・教育学部紀要の名称をどうするか問題となり、結局、カバーする範囲が広い方とい
うことで「学校教育学類」に落ち着いた。以来、「学校教育学類紀要」は昨年まで通算8号が発行さ
れた。
ところが2016年（平成28)4月、大学院の旧・教育学研究科が募集停止となり、教職実践研究科
(教職大学院）が発足した。教職大学院は5名の研究者教員（2名着任、3名学類担当から移行）と
5名の実務家教員が担当している。これらの教員は、学士課程である「学類」の担当から外れること
になる（経過の猶予期間が設定されている)。
また「学校教育系」以外で学校教育学類を担当していた教員は、教職大学院発足に合わせて全員が
｢学校教育系」に移籍した。
つまり、数の上でもカバーする範囲でも、
学校教育学類担当教員＞学校教育系所属教員
から
学校教育系所属教員＞学校教育学類担当教員
になってしまったのだ｡ここで再び、「紀要」の名称をどうするか、という問題が持ち上がった。
名称は従来通り「学類紀要」のままで、投稿規定だけ変えればよいのではないかという意見もあった
が、学類を担当していない教職大学院担当教員に積極的に投稿していただくためにも、この際、名称
を「学類紀要」から「学校教育系紀要」変更しようという決断に至った。ただし執筆メンバーの大半
は変わっていないので、号数だけは「学類紀要」からの通算でカウントし、今回刊行分を9号とした
次第である。
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